
令和２年 第１０回津幡町教育委員会議事録 

 

１ 日  時   令和２年９月２５日（金）開会 午後１時３０分、閉会 午後２時１５分 

２ 場  所   津幡町文化会館「シグナス」１階 リハーサル室 

３ 出席委員（５名） 

吉田克也教育長、山本祝男委員、鳥越千春委員、越村 崇委員、 

渡邉加寿子委員 

 欠席委員   なし 

４ 事務局説明員  吉本良二教育部長、山崎明人教育総務課課長、北山ゆかり学校教育課課長、 

宮崎寿生涯教育課課長 

 事務局書記  細山美幸教育総務課課長補佐 

５ 議題及び審議結果 

報告第30号 行政委員会等の委員委嘱の報告について 承 認 

報告第31号 就学援助費受給者の認定について 【非公開】 

報告第32号 津幡町教育委員会後援等名義使用申請について 承 認 

議案第37号 津幡町教育委員会の委嘱等について   可 決 

その他（１） 令和２年度石川県市町教育委員会連合会研究大会について 了 承 

その他（２） 令和２年度津幡町少年少女美術展結果について 了 承 

その他（３） 当面する諸行事について  

その他（４） その他  

６ 議事の経過等  以下のとおり 

  吉田教育長が開会を宣言し、議事録署名委員として山本委員を指名した。引き続き、教育長の

諸般報告を行い、本日の議件について審議に入った。報告第31号については、非公開とするよう

発議し、全会一致で非公開とすることを決定した。 

  審議に入り、報告第31号については非公開で審議に入り原案どおり承認し、報告第30号、第32

号、議案第37号、その他（１）、（２）について別添資料に基づき事務局より報告・説明し、質

疑応答が行われ、承認、可決、了承した。また、10月の会議の開催日を次のとおり決定し、閉会

した。 

10月の教育委員会議日程：令和２年10月14日（水）午後１時３０分から 

 

７ 主な質疑・応答の内容について 別紙議事要旨のとおり 
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発 言 者 発    言    要    旨 

  〔開会〕午後１時 30分  

吉田教育長は、委員定数５名中５名出席により定足数に達しており、本会議が有効と認め第 10回

津幡町教育委員会の開会を宣言した。 

＜日程第１ 議事録署名員の指名＞  

吉田教育長 あいさつ。会議日程にそって進めさせていただきます。日程第１ 議事録署名員の

指名に入ります。本日の議事録署名には、山本委員を指名します。 

全委員 了承 

＜日程第２ 前回会議録報告（令和２年 第９回）＞ 

吉田教育長 それでは、日程第２ 前回議事録の報告をお願いします。 

細山書記 （令和２年８月 21日（金）開催の第９回教育委員会議内容を報告する。） 

吉田教育長 ただいまの報告等で何かご質問はございますか。……よろしいでしょうか。 

全委員 了承 

＜日程第３ 教育長の諸般の報告＞ 

吉田教育長 それでは、日程第３ 教育長の諸般報告に入ります。別紙資料をご覧ください。８

月 22日から本日までの報告となります。主なものだけを取りあげていきたいと思いま

す。 

８月 24日に県へき地教育振興会理事会がありました。今年度の表彰・感謝状贈呈者

と来年度の市町負担金についての報告があり、いずれも承認されました。 

９月１日にグッドマナーキャンペーンが各種団体・学校との協力で例年通り７日ま

で行われました。委員の皆様には早朝からＩＲ津幡駅で声掛けを行っていただきあり

がとうございました。 

９月２日に特別支援教育支援員の研修を行いました。今年度は新型コロナウイルス

感染症拡大予防により今まで開催されていなかったため、今回の研修が第１回目とな

りました。金沢教育事務所の特別支援教育担当の遠田指導主事を講師としてお招きし、

「支援員の役割」という表題で研修をいたしました。 

９月９日に津幡小学校の学校訪問が行われました。津幡小学校を皮切りに、２学期

の学校訪問が開始されますので、委員のみなさには訪問方よろしくお願いいたします。 

主なものについての報告は以上です。何かご質問等がありましたらお願いします。

……よろしいでしょうか。 

全委員 了承 

＜日程第４ 報告する議案 報告第 30号～第 32号＞  

吉田教育長 それでは、続きまして日程第４ 報告する議案について入りたいと思います。まず

報告第 30号 行政委員会等の委員委嘱の報告について事務局よりお願いします。 
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山崎課長 教育総務課より報告いたします。 

 （資料Ｐ１に基づき、津幡町科学のまち推進委員会委員の委嘱について報告する。） 

吉田教育長 ただいまの報告につきまして、何かご質問等ありましたらお願いします。 

全委員 承認 

吉田教育長 続きまして、報告第 31 号 就学援助費受給者の認定について事務局よりお願いしま

す。この報告につきましては、個人情報を含んでおりますので非公開（秘密会）とし

てよろしいかお伺いします。 

全委員 了承 

北山課長 学校教育課より就学援助費受給者の認定について報告いたします。資料をお配りし

ます。 

（当日資料に基づき、就学援助申請１件について、所得などを調査した結果、申請１

件を認定したことを報告する。） 

（全会一致で承認し、非公開を解く。） 

吉田教育長  続きまして、報告第 32 号 津幡町教育委員会後援等名義使用申請について事務局よ

りお願いします。 

宮崎課長 生涯教育課より津幡町教育委員会後援名義使用申請について報告いたします。 

（資料Ｐ３～20及び当日資料に基づき、申請５件について５件承認したことを報告す

る。） 

吉田教育長  ただいまの説明につきまして、何かご質問等はございませんか。 

全委員 承認 

＜日程第５ 審議する議案 議案第 37号＞ 

吉田教育長 それでは、続きまして審議する議案につきまして、議案第 37 号 教育委員会の委嘱

等について事務局からお願いします。 

山崎課長 教育総務課よりご説明いたします。 

 （資料Ｐ21に基づき、津幡町教育委員会表彰選考委員会委員について説明する。） 

吉田教育長 ただいまの説明について、何かご質問、ご意見等がありましたらお願いします。 

全委員 可決 

＜日程第６ その他の議事（１）～（４）＞ 

吉田教育長 では、続きまして日程第６号 その他の議事（１）令和２年度石川県市町教育委員

会連合会研究大会について事務局より説明をお願いします。 

山崎課長 （資料Ｐ23に基づき、令和２年度石川県市町教育委員会連合会研究大会について説明

し、集合時間等の確認をする。） 

吉田教育長 ご質問等はございますか。 

全委員 了承 
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吉田教育長 では、続きまして、（２）令和２年度津幡町少年少女美術展結果について事務局より

お願いします。 

宮崎課長 （当日資料に基づき、令和２年度津幡町少年少女美術展結果について報告する。） 

吉田教育長 ご質問等はございますでしょうか。 

鳥越委員 今年は新型コロナウイルス感染症の影響で応募作品数が少ないのだと思いますが、

本来町としては応募作品を積極的に集めてもらいたいものなのでしょうか。 

宮崎課長 町としては小中学生全員に応募案内をしていますが、結果として絵画や書道などは

ほぼ教室単位での応募です。陶芸も教室に通っている児童・生徒です。絵手紙につい

ては、絵手紙教室の関係児童・生徒かと思います。応募数に関しては町全体の児童・

生徒の数が少しずつ減少していますので、少なくなるのは仕方がないことかと思いま

す。個人で提出する児童・生徒はほとんどいませんので、教室に通う人数が減ってく

れば、応募数も減少してくるものと思います。 

吉田教育長 しかし、部門によっては増えているものもあります。 

宮崎課長 絵画と絵手紙は昨年より増えています。 

吉田教育長 今年は夏休みが短く、夏休みの課題として提出はできないなか、教室に継続的に通

っている児童・生徒は提出が可能だったのではと思います。 

その他、何かご質問等はございませんか。……ないようでしたら、ご承認いただい

てよろしいでしょうか。 

全委員 了承 

吉田教育長 では、次に（３）当面する諸行事についてお願いします。 

山崎課長  教育総務課と教育委員会全体に関するものについてご説明します。 

（資料に基づき、10月の教育委員、教育総務課関係諸行事について説明をする。） 

北山課長  続きまして、学校教育課からご説明いたします。 

（資料に基づき、10月の学校教育課関係諸行事について説明をする。） 

宮崎課長  生涯教育課からご説明いたします。 

（資料に基づき、10月の生涯教育課関係諸行事について説明をする。） 

（教育委員の出席する行事等について確認を行う。） 

吉田教育長  今後の教育委員会の行事について説明がありましたけれども、何かご質問、確認し

ておかなければならないことはありませんか。（10月の教育委員会議は 10月 14日（水）

13時 30分開催で確認） 

全委員 了承 

吉田教育長 それでは（４）その他としまして、事務局からお願いします。 

北山課長 （加賀地区新人バレーボール大会について、今年度は来賓の出席案内がない件につい 

 て報告をする。） 
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宮崎課長 （津幡町ＰＴＡ功労者表彰及び推薦について、今年度は実施しない件について報告を

する。） 

吉田教育長 事務局より２件の報告がありましたが、ご質問等はございますか。 

山本委員 津幡町ＰＴＡ功労者表彰についてですが、該当者がいなかったのですか。 

宮崎課長 ２名程該当される方はいたようですが、町ＰＴＡ大会の開催が今年度は新型コロナ

ウイルス感染症対策のために中止となったことから、来年度に持ち越しになったもの

です。表彰規定も「何年以上」となっていますので、受賞者の方にとって、今年度形

だけの表彰を行うより、来年度のＰＴＡ大会で、皆さんの前で表彰を受けていただく

方がよいと判断されたようです。 

吉田教育長 その他、議題以外のことでも結構ですので、何かありませんか。 

山本委員 ２点質問します。１点目は、今後、児童・生徒の減少に伴い、教員の数が減ってい

くとされていくなか、国の学校配置にかかる費用増は難しいと思っています。現在、

国の事業で 35人学級を行っていて、加えて県が単独で小学校 4年生までと中学校 1年

生で 35 人学級となっていますが、今後、国が 30 人学級を実施するにあたり、さらに

小学校２～４年生までも 30人学級を実施できるように国・県に要望していってほしい

です。さらに、それが実現した場合、加配の予算が削られる危惧がありますが、それ

は別の問題として阻止してほしいです。 

２点目は、先日刈安小学校の学校訪問へ行きましたが、６年生の児童が一人で授業

を受けていました。他の生徒とのコミュニケーションもない様子がとても気がかりで、

学習指導要領も大切ですが、複式学級の運営の仕方なども検討し、何か手立てはない

のかと感じました。 

吉田教育長 １点目についてですが、先日の報道では 10年構想となっていましたので、急激に進

むわけではないようです。今後、教育長会の定期総会などでも必ず話題になると思い

ますので、要望していきたいと思っています。また、加配についても、30人学級実現

の際には加配教員が減らされる危惧はありますが、少人数加配とは別に児童生徒加配

など引続き必要な加配もありますので、要望をしていきます。 

２点目の刈安小学校の６年生の件についてです。学校訪問の時には算数の授業でし

たが、普通の学校では他の児童が出す多様な考えを代わりに先生が出し、深まりを持

たせる工夫が見られました。しかし、確かに限界はあります。そのため、現在刈安小

学校では、10月から笠野小学校とのオンライン学習で国語の授業を合同で実施する取

組みを計画しています。他に刈安小学校独自の取組みとして、外国語の授業を５、６

年合同で行うなどの工夫もしています。今後、笠野、萩野台小学校にも複式学級が 

 ありますので、刈安小学校を参考にし、児童の考えに深まりを持たせる取組みをして             

 いきます。 
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越村委員 不登校児童・生徒についてですが、コロナ禍の影響で増えたということはありません

か。 

北山課長  新型コロナウイルスに感染させたくないから子どもを登校させたくないという理由

で登校していない児童・生徒は少人数ですがいます。しかし、それ以外での不登校児

童・生徒が増えたという印象はありません。 

越村委員  明らかにコロナの影響で休んでいる児童・生徒は何人ですか。 

北山課長  全く登校していない児童・生徒は小学校に１名です。 

越村委員  その児童の学習面のフォローは学校からどのように行っていますか。 

北山課長  元々の不登校の児童と同じように学校からプリント等を届け、定期的に連絡をして

交流はしています。その児童については短期的に期間を区切って「登校します」と報

告がありながら、それを繰り返して休みが継続しているような状況です。 

越村委員  今後、いつの時代も不登校の児童・生徒が減ることはないと思います。今だからこ

そ、不登校の児童・生徒に対し、授業をリアルタイムで自宅で受けられるような環境

づくりが必要だと思います。不登校の理由は身体や精神面の問題などいろいろありま

すので、オンライン授業で学校の雰囲気を感じ、学校と距離を置かせないことは必要

だと思います。このことで悩んでいる保護者が少なくはないので、オンンライン授業

の実現はそう遠くない時代にきていると思いますので、積極的に進めていってほしい

です。 

吉田教育長  現在、GIGA スクールの整備が全国的に進んでいますので、1 人 1 台パソコンの整備

は確実に実現がされる見通しですが、どう上手く活用していくかが今後の課題と思わ

れます。先ほどのコロナの影響で休んでいる児童は、低学年で仮にパソコンがあった

としても 1 人で行うのは難しいと思います。今は保護者が学校と連携をとりながら保

護者が勉強を教えている状況です。登校しない、できない理由には病気や環境など様々

な問題がありますので、これらのコンテンツはとても有効な手段だと思います。しか

しながら、教育の多様性は必要であるものの学校へ通うことが本来の姿であるので、

少し頑張れば通える児童・生徒がオンンライン化により通わなくてもよい、という選

択肢になってはいけないと思いますので、今後、どう活用していくかが教育の大きな

課題になります。みなさんと共に真剣に考えていきたいと思います。 

その他よろしいでしょうか。……では、以上をもちまして、令和２年第 10回教育委

員会議を閉会します。お疲れさまでした。 

〔閉会〕 午後２時 15分 

 


